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概要 

ナルコレプシー当事者への公的支援に関する議論に役立つようなエビデンスを創出する 

べく本研究を進めてきた。その研究成果を国際学会で発表し、国際雑誌に掲載された 1)。 

従来の当事者の負担（Burden）に加えて、ISPOR より提案された Value Flower 2)の概念を

参考にしながらナルコレプシーの治療薬の価値（Value）に注目した研究について議論した。 
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